
外部卓話「西郷隆盛と敬天愛人」             鹿児島西南 RC 桑畑茂隆様 

新渡戸稲造博士が、一高教授時代、講義中に、リンカーンの話をしました。某学生が、日本

でリンカーンに最も似た人物は誰であろうかと質問すると、博士は即座に西郷隆盛だと答えた

という。リンカーン大統領は 1863 年 11 月 9 日、世界的に有名な演説である「ゲティスバー

グ演説」において、「国民の国民による国民の為の政治」と言う「民主主義」の基礎を主張し

ました。 

 これより 8 年後、明治 4 年～6 年岩倉使節団が洋行中、留守政府を預かった西郷内閣では、

国民の幸福のために「敬天愛人」を文字どおりの信条として政治に反映させ、天意を民意とし

て、万民平等な政治を行い、日本における「民主主義」の先駆けとなりました。 

 ところが、明治 6 年に起こった政府の内紛は征韓論争ではなく藩閥政治の主導権争いであり、留守政府が支持する

西郷朝鮮使節派遣案を、洋行組の策略により、天皇によって否決させ、不信任に追い込まれ（退陣を求められ）下野

する事態となりました。 

 西郷は苦難の連続とも言えるその生涯の中で、32 歳にして、3 度も死に掛って、自己啓発により「敬天愛人」思想

に辿り着きます。その後の西郷の行動は西南戦争で自刃するまで、この信条を貫きました。そして、西郷は常に民衆

のためを思い、弱い者に対して恵み深く、思いやりのある政治を行いました。更に西郷は倫理観が強く私利私欲を排

し、道徳的な生き方を実践しました。 

会務報告 
①2/23（土）13：30～15：30 職業奉仕セミナーが開催されます。御案内はすでに出しており、内田会長、田宮会員の

参加を頂いておりますが、人数が集まっていないということで再度案内が参りました。前米山親善大使、現ジブラ

ルタ生命でご活躍の干咏（う えい）様の講演です。例会終了後、参加希望の方は事務局へお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

        市内ロータリークラブのプログラム          ★印は記帳メークアップ受付があります。 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

2/28(木） 

夜間例会 サンデイズイン鹿児島 東南 
3/5(火) 

次年度委員会別例会 サンロイヤル 

北 30周年関係打ち合わせ ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 職場訪問 東急 REI ホテル 

サ ザン クラブフォーラム 東急 REI ホテル 西 
3/6(水) 

★賀寿の宴 山 形 屋 

鹿児島 3/1金） 
外部卓話 外国人による日

本語スピーチコンテスト 
山 形 屋 西南 ロータリーデ―報告 ゆ う づ き 

中央 3/4(月) ロータリーデ―報告 山 形 屋     

●ホームクラブ出席率 80％を目指しましょう！ 

出席報告 第 2917 回 第 2915 回訂正 

会員数 41(38)名 41(38)名 

出席数 22(21)名 25(24)名 

出席率 56.41％ 64.10% 

 

 

●今後の予定 

3/6(水) 指宿RCとの合同例会 

3/13(水) 外部卓話 島津公保様 

3/20(水) 祝日休会 

 

            戦略計画委員会報告         直井圭介会員 

先週の週報で写真のみ掲載されましたが、2 月 5 日、薬膳蘭丸にて、今年度、次年度、次々年度の会長幹事の 6 名

で、戦略計画委員会を行いました。 

まず、会長が準備された資料をもとに、ロータリーの発生史、また、ロータリアンになることのメリット等につい

てお話しいただきました。 

さらに、今年度のクラブアッセンブリーにも掲載されている、クラブ戦略検討委員会についての説明を受けました。

鹿児島南ロータリークラブとして、単年度の事業に取り組むだけではなく、中長期的目標をもってその実現を図るこ

とが必要であるとし、その目標としては、会員維持増強、奉仕活動、広報・公共イメージの向上活動を挙げられまし

た。 

また、意見交換の時間には、現在の例会では、握手の時間がなく、例会終了後すぐに帰っていく会員が多いため、

せっかく出席しているのに、その日の出席者がわからないこともあるため、歓談の時間をもっと設けたほうがよいの

ではないか、といった意見や、全席自由の着座の場合、親しい人同士で固まってしまう傾向があるため、時々は席の

指定をした方がより交流が深まるのではないか、という意見が出されました。さらに、ロータリー設立当初の歴史だ

けではなく、地元のロータリーの歴史や、各クラブの特色など、鹿児島のロータリーについてももっと学びたいとい

った意見もあり、積極的な意見交換が行われました。 

 



 


